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自
転
車
事
故
低
減
へ
の
対
策
は

神 田 康 史 議員

質
　
問

　
自
転
車
保
険
の
加
入
の
周
知
徹

底
と
加
入
促
進
は
。

教
育
部
長

　
自
転
車
保
険
の
加
入
率
に
つ
い

て
は
、小
学
校
で
は
実
績
は
な
い
。

中
学
校
で
は
、佐
屋
中
学
校
18.8
%
、

永
和
中
学
校
39.4
%
、
立
田
中
学
校

42.6
%
、
八
開
中
学
校
42.6
%
、
佐
織

中
学
校
35.9
%
、
佐
織
西
中
学
校

80.0
%
の
加
入
率
と
な
っ
て
い
る
。

　
加
入
率
の
差
に
つ
い
て
は
、
中

学
校
で
は
全
校
生
徒
の
自
転
車
通

学
を
み
と
め
て
い
る
が
、
佐
屋
中

学
校
だ
け
は
、
エ
リ
ア
を
決
め
て

自
転
車
通
学
を
認
め
て
い
る
の

で
、
他
の
学
校
に
比
べ
加
入
率
が

低
く
な
っ
て
い
る
。

　
自
転
車
保
険
の
集
約
募
集
に
つ

い
て
は
、
市
内
6
中
学
校
全
校
で

行
っ
て
お
り
、
学
校
が
保
険
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
し
、
業
者
が

取
り
ま
と
め
を
し
て
い
る
。

教
育
部
長

　
道
路
交
通
法
の
改
正
は
、
自
転

車
に
関
し
て
、
路
側
帯
の
通
行
方

法
が
改
正
さ
れ
、
自
転
車
等
の
軽

車
両
が
通
行
で
き
る
路
側
帯
は
、

左
側
部
分
に
限
る
こ
と
と
な
っ

た
。
ま
た
、
警
察
官
に
よ
る
自
転

車
の
検
査
等
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
、
小

学
校
で
は
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
や

交
通
指
導
員
、
P
T
A
役
員
な
ど

の
協
力
を
得
て
、
交
通
安
全
教
育

を
実
施
し
て
い
る
。

質
　
問

　
歩
車
道
分
離
や
カ
ラ
ー
舗
装
に

よ
る
自
転
車
事
故
防
止
の
注
意
喚

起
の
対
策
は
。

経
済
建
設
部
長

　
自
転
車
と
歩
車
道
分
離
対
策
は

道
路
幅
員
も
狭
い
た
め
、
現
状
で

は
困
難
。
標
識
の
増
設
に
つ
い
て

は
、
わ
か
り
や
す
い
形
で
設
置
す

る
よ
う
考
え
て
い
き
た
い
。

　
駅
周
辺
整
備
を
行
っ
た
場
所
で

は
、
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
た
め
の

障
害
物
を
設
置
し
、
ま
た
、
駐
輪

場
を
駅
舎
か
ら
少
し
離
し
、
駅
舎

付
近
の
安
全
を
図
っ
て
い
る
。

質
　
問

　
市
に
お
け
る
自
転
車
事
故
の
現

状
は
。

総
務
部
長

　
自
転
車
関
連
の
人
身
事
故
者
数

は
、
平
成
24
年
度
72
名
。
25
年
度

75
名
。
26
年
度
67
名
。

質
　
問

　
学
校（
小
・
中
・
高
）、
地
域
に

お
け
る
交
通
安
全
教
育
を
今
般
の

道
路
交
通
法
の
改
正
を
踏
ま
え
ど

の
よ
う
に
実
施
し
て
い
る
か
。

総
務
部
長

　
小
・
中
学
校
を
中
心
に
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
な
ど
の
地
域
で
、
交
通
安

全
協
会
会
員
や
、
交
通
安
全
指
導

員
、
職
員
が
中
心
と
な
り
、
対
象

の
年
齢
層
や
地
域
特
性
な
ど
を
踏

ま
え
、
随
時
交
通
安
全
教
育
を

行
っ
て
い
る
。
高
校
は
、
津
島
警

察
指
導
の
も
と
、「
自
転
車
に
よ

る
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
交
通
違

反
を
し
な
い
、被
害
に
遭
わ
な
い
」

の
200
日
間
自
転
車
3
な
い
ラ
リ
ー

の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
佐
織

特
別
支
援
学
校
で
は
、
春
・
秋
の

年
2
回
、
交
通
安
全
機
材
等
を
使

用
し
て
校
内
を
中
心
と
し
た
歩
行

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。


